
 
 

GE アビエーションのダウティ・プロペラーズ製プロペラ「R414」 

海上自衛隊による困難な状況下での洋上救難を通じて優れた性能を実証 
 ～新明和工業製「US-2 型救難飛行艇」に搭載されたプロペラシステム～ 

 
 
2013 年 12 月 20 日 ― GE アビエーション（本部：米国オハイオ州シンシナティ）にて、プロペラシス

テムの開発・製造を担うダウティ・プロペラーズ（本部：英国グロスターシャー州）製「R414」を 

搭載した新明和工業製「US-2 型救難飛行艇」を用いた日本の海上自衛隊による様々な活躍を通じて、

同プロペラが荒海での捜索・救助活動など、過酷な状況下の任務においても優れた性能を発揮するこ

とが実証されました。 

 

ダウティ・プロペラーズ製 R414 は 6 枚の複合材製ブレードで構成されるプロペラシステムで、US-2

に搭載されたロールスロイス製 AE2100 ターボプロップ・エンジン 4 発に装備され、高波やうねりにも

強い優れた STOL（Short take-off and landing：短距離離着水(陸)）性能のために特別に設計されていま

す。 

 

ダウティ・プロペラーズは、同救難飛行艇が配備されている海上自衛隊の岩国航空基地（山口県）に

おいて、第 31 航空群に記念盾を贈呈し、6 月 21 日に太平洋上での乗員 2 名を救助した実績*を含め、

日本での US-2 型救難飛行艇によるこれまでの救助任務活動の功績を称えました。 
 

 

海上自衛隊に配備されているダウティ・プロペラーズ製「R414」プロペラシステムを搭載した 

新明和工業製「US-2 型救難飛行艇」（写真提供：新明和工業） 

 

＊注釈： 6 月 21 日、厚木航空基地から出動した US-2 型救難飛行艇で現場に向かった海上自衛隊は、風浪

階級 5、波高約 4 メートルの荒海という極めて困難な状況下において無事着水した後、ヨットの救命ボート

で避難していた乗員 2 名の救助に成功しました。 



GE アビエーション、ダウティ・プロペラーズ社長のオリバー・タワーズは、「あのような海の状態は

プロペラにとって究極のチャレンジです。今夏の US-2 による救助活動で我々のプロペラの真価が問わ

れたと思います。なぜなら、R414 プロペラシステムは、高効率で、曲げる力・浸食・疲労などに強い

耐性を持つように設計されているため、US-2 型救難飛行艇が最も困難な海面状態でも STOL 性能を発

揮できるようになっているからです。」と述べました。 

 

海上自衛隊は US-2 型救難飛行艇を 5 機保有しており、累計の飛行時間は、数千時間に達しています。 
 

GE アビエーション傘下のダウティ・プロペラーズは、プロペラシステム開発製造の世界大手で、長年

にわたり、ブレードから、軍事用輸送機、旅客機やホーバークラフト向け複合材製プロペラまで幅広

く展開しています。 
 

ダウティ・プロペラーズのプロペラシステムは、新明和工業製 US-2 のほか、ロッキード・マーティ

ン C-130J、ボンバルディアのダッシュ 8 Q400、サーブ 340 およびサーブ 2000、アレーニア・アエロ

ナウティカの C-27J、フォッカー50 にも使用されています。また、テクストロン・マリンのエアクッ

ション型揚陸艇（LCAC）ホーバークラフトにも搭載されており、その後継となる Ship to Shore 

Connector については、既にテクストロン・マリンよりプロペラシステム開発を受注しています。 
 

 

 

 

GE について 

GE は、世界が直面している困難な課題に取り組む企業です。人材とテクノロジーを最大限活用して、インフラ構築、

電力供給、運輸や医療、金融に関わるソリューションを提供しています。日本において GE は、より安全でクリーン

なエネルギーの供給や、急速に進む高齢化に対応する医療サービスなどに取り組んでいます。これらの課題を解決す

るために、技術革新を進め、ステークホルダーと協働して、日本の再生と持続的な成長を目指しています。エジソン

を創始者とする GE は、イマジネーションを大事にするとともに、実行する会社でもあります。課題解決のために行

動を起こす、それが GE です。日本における GE の活動については、http://www.ge.com/jp/ をご覧下さい。 
 
 
GE アビエーションについて 

GE の事業部門の一つ、GE アビエーションは、民間／防衛／ビジネス航空機向けのジェット／ターボプロップ・エン

ジンや関連部材、統合システムの世界大手で、これらの供給を支える世界規模のサービス・ネットワークを有してい

ます。 

 
 
 
 

 
 
 

＜本件に関するメディアの方からのお問合せ先＞ 

日本 GE 株式会社 ｺｰﾎﾟﾚｰﾄ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ本部 Tel：03-3588-9500  Fax：03-3582-0996 

 

日本 GE 株式会社 PR 事務局（イニシャル内）担当：稲垣、油井、浅原 

Tel：03-5572-6062 Fax：03-5572-6065 E-mail：ge_japan@vectorinc.co.jp 

http://www.ge.com/jp/
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